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1 . 手 法 を 活 用 す る 際 に 生 じ る 課 題  

1 . 1 手 法 と ハ ー ド ウ ェ ア の 整 合 性 向 上  

 現 状 、 市 場 に 流 通 し て い る 製 品 は 、 手 法 と ハ ー ド ウ

ェ ア の 組 み 合 わ せ が 不 適 切 な も の が あ る 。 組 み 合 わ せ

が 不 適 切 な 製 品 は 、 想 定 外 の 挙 動 を 起 こ す こ と に 繋 が

る 。 例 え ば 、 ロ ボ ッ ト 暴 走 や 回 転 機 脱 輪 な ど 機 器 が 想

定 外 の 挙 動 を 示 し 、人 間 に 危 害 を 加 え る 可 能 性 が あ る 。 

 そ の た め 、 安 全 の 観 点 か ら 手 法 と ハ ー ド ウ ェ ア 技 術

の 整 合 性 向 上 が 課 題 で あ る 。  

1 . 2 明 確 な 機 能 定 義 に 基 づ く シ ス テ ム 設 計  

シ ス テ ム 完 成 直 前 に 手 直 し が 発 生 す る と 、 初 期 段 階

で の 手 直 し に 比 べ 、 時 間 、 コ ス ト 、 労 力 と い っ た リ ソ

ー ス が 大 幅 に 消 費 さ れ る 。 大 規 模 か つ 複 合 的 な シ ス テ

ム は 分 業 作 業 と な る た め 、 関 係 者 が 多 く 最 終 段 階 で 障

害 を 起 こ す 可 能 性 が 高 い 。 よ っ て 、 シ ス テ ム 設 計 の 初

期 段 階 に お い て 、 必 要 な 機 能 ・ 目 的 ・ 納 期 を 関 係 者 間

で 共 有 す る こ と が 重 要 で あ る 。  

そ の た め 、 マ ネ ジ メ ン ト の 観 点 か ら 明 確 な 機 能 定 義

に 基 づ く シ ス テ ム 設 計 が 課 題 で あ る 。  

1 . 3  デ ジ タ ル 技 術 の ポ テ ン シ ャ ル を 最 大 化  

昨 今 、 I o T 、 A I 、 R P A 等 の デ ジ タ ル 技 術 が 発 展 し て い

る 。 ま た 、 デ ジ タ ル 技 術 は 現 実 空 間 の 中 の デ ジ タ ル に

変 換 さ れ た 情 報 し か 扱 う こ と が で き ず 、 実 際 に 現 実 空

間 で 挙 動 す る の は ハ ー ド ウ ェ ア と な る 。  

そ の た め 、 デ ジ タ ル 技 術 の ポ テ ン シ ャ ル を 最 大 化 す
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る た め に 、 セ ン サ ー や ア ク チ ュ エ ー タ 等 の ハ ー ド ウ ェ

ア 技 術 も 並 行 し 理 解 す る こ と が 課 題 で あ る ①  

 

2 . 最 も 重 要 と 考 え る 課 題 と 理 由  

 「 手 法 と ハ ー ド ウ ェ ア 技 術 の 整 合 性 向 上 」 が 、 最 も

重 要 な 課 題 と 考 え る 。 な ぜ な ら 、 本 課 題 の 解 決 は 、 シ

ス テ ム 設 計 に お い て 優 先 す べ き 安 全 性 の 確 保 に 寄 与 す

る か ら で あ る ② 。  

 

2 . 1 ア ジ ャ イ ル 開 発 に よ る 設 計 サ イ ク ル の 加 速  

 手 法 と ハ ー ド ウ ェ ア 技 術 の 整 合 性 確 認 を 小 単 位 で 行

う こ と が 必 要 で あ る ③ 。 そ こ で 、 P D C A サ イ ク ル を 機 能

② 理由自体に問題はありませんが、ちょっとスペースを使いすぎですね。もっと端的に表現しましょう。

→「安全性の確保を優先すべきと考え、「手法とハードウェア技術の整合性向上」を最も重要な課題

に選定し、以下に解決策を述べる。」 

① 観点がありません。さらに、この課題設定は、表現は異なりますが１．１にあるハードウェアの整合

性向上と同じではありませんか。ここでいうデジタル技術＝手法であり、ハードウェアとの整合性を

向上させるという行動は、ハードウェアの理解なしにはできません。つまり、ハードウェアの理解と

いう課題は、整合性の向上という課題の途中プロセスに過ぎません。安全性とポテンシャルの最大化

というアプローチを変えているだけですね。そもそも、小見出しがポテンシャルの最大化が課題とし

ていますが、本文中はハードウェアの理解が課題になっています。不整合ですね。 

  もう一度流れを整理しましょう。例えば、デジタル技術、ハードウェア技術は独自に発展してきた→

だから、組み合せた時それぞれのポテンシャルが最大限発揮されていない→ポテンシャルの最大化は

横断的取り組みが必要→体制面の観点からシステム開発の分野横断的な取り組みが課題 といった

流れで整理すれば整合性の向上と重複することは避けられます。 
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ご と に 実 施 し 、 シ ス テ ム 設 計 の 迅 速 化 と 整 合 性 を 確 保

す る ア ジ ャ イ ル 開 発 を 導 入 す る ④ 。 例 え ば ⑤ 、 ソ フ ト

ウ ェ ア の 計 画 段 階 で は 厳 密 な 仕 様 を 決 め ず に 、 大 ま か

な 仕 様 と 要 求 だ け を 決 め シ ス テ ム 設 計 を 進 め る 。  

そ の 結 果 、 開 発 途 中 の 仕 様 や 設 計 の 変 更 に 柔 軟 に 対

応 可 能 と な り 設 計 サ イ ク ル を 加 速 化 で き る ⑥ 。  

 

2 . 2 V R ・ デ ジ タ ル ツ イ ン 技 術 に よ る 成 果 物 の 精 度 確 認  

 シ ス テ ム 構 築 の 途 中 段 階 で 成 果 物 の 完 成 度 を 確 認 で

き れ ば 、 手 戻 り 修 正 頻 度 を 減 ら す こ と が で き る ⑦ 。 そ

の た め 、 設 計 の 節 目 に お い て V R ・ デ ジ タ ル ツ イ ン 技 術

に よ り 成 果 物 の 妥 当 性 な ら び に ⑧ 問 題 点 評 価 を 行 う 。  

 例 え ば 、手 法 と ハ ー ド ウ エ ア を 連 携 さ せ V R シ ミ ュ レ

ー シ ョ ン を 行 う こ と で 、 機 器 の 性 能 、 挙 動 を 予 測 し 動

③ ここは解決策を書くところなので、必要性ではなくやることを書きましょう。→「・・・行う。」 

④ ③で変更してしまったので、接続詞を変えます。「そこで」→「確認にあたっては」 

また、PDCA を小単位ごとに回すのがアジャイル開発なので、前後の関係が重複しているように見え

ます。また、やることと効果が混在しているので分けてしまいましょう。→「PDCA サイクルを機能

ごとに実施するアジャイル開発を導入する。これにより、システム設計の迅速化と整合性の確保を図

る。」 

⑤ 「例えば」とありますが、アジャイル開発の例示になっていません。記述の内容は、アジャイル開発

導入にあたっての留意点になっています。→「アジャイル開発においては、・・・」 

⑥ 柔軟になり加速化できるとありますが、原因と結果の関係ではなく、２つの効果を説明しているので

はないでしょか。よって、並列表現に変えましょう。また、設計サイクルの加速化が分かりづらいで

すね。→「柔軟に対応が可能となるとともに、設計期間を短縮することができる。」 
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作 の 最 適 化 を 図 る こ と が で き る 。  

 

2 . 3 イ ン タ ー フ ェ ー ス の 可 視 化 ⑨  

 手 法 と ハ ー ド ウ ェ ア 技 術 の イ ン タ ー フ ェ ー ス 技 術 が 、

特 定 の 人 物 に よ り ブ ラ ッ ク ボ ッ ク ス 化 し て い る と 、 シ

ス テ ム 変 更 作 業 が 難 し く な る 。 そ の 結 果 、 シ ス テ ム 変

更 や ト ラ ブ ル の 際 に は 、 原 因 究 明 の た め に 多 額 な コ ス

ト と 多 く の 時 間 を 費 や し て し ま う ⑩ 。  

よ っ て 、 属 人 化 を 防 ぐ た め 、 イ ン タ ー フ ェ ー ス を 可

視 化 す る 。 具 体 的 に は 、 イ ン タ ー フ ェ ー ス 監 視 機 能 や

外 部 コ ー ド の モ デ ル を 視 覚 的 に 表 示 す る 機 能 を 付 加 す

る 。  

 

3 . 新 た に 生 じ う る リ ス ク と そ れ へ の 対 策  

3 . 1  新 た に 生 じ う る リ ス ク  

 短 期 間 で 開 発 し 何 度 も 確 認 ・ 修 正 を 繰 り 返 す 場 合 、

⑨ インターフェースの可視化が、なぜ整合性の向上につながるのか良く分かりません。例えば、ブラッ

クボックス化しているところを可視化することで、多くの人がチェックできるから不整合を回避でき

るといったようなロジックを説明する必要があります。 

⑩ 論点がズレています。行動の目的は、コストや時間の浪費防止ではなく、整合性の向上です。対応策

は、⑨のとおり。 

⑦ 途中で確認できた場合でも頻度が減るかどうかははっきりしません。ここは、大幅な手戻りがなくな

るといった作用ではないでしょうか。→「大幅な手戻りを減らすことができる。」 

⑧ ここは、「及び」ですね。A＆B の「＆」は「及び」、A と B＆C と D（AB は何らかの関係をもったグ

ループ（CDも同様））の「＆」は「並びに」になります。 
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全 体 ス ケ ジ ュ ー ル 、 及 び コ ス ト の 管 理 に 悪 影 響 が 生 じ

る リ ス ク に 加 え 、全 体 の 方 向 性 を 見 失 う リ ス ク が あ る 。 

3 . 2 そ れ へ の 対 策  

 チ ー ム で ア ジ ャ イ ル 小 単 位 ご と に K P I  設 定 し た プ

ロ ジ ェ ク ト ロ ー ド マ ッ プ を 作 成 し 、 明 確 な 管 理 を 行 う

⑪ 。  

 

4 . 業 務 遂 行 に お け る 必 要 な 要 件  

4 . 1 技 術 者 と し て の 倫 理  

 国 際 安 全 規 格 に 則 っ た シ ス テ ム 開 発 を 行 う こ と で 、

公 共 の 安 全 を 確 保 す る ⑫ 。  

4 . 2 社 会 の 持 続 可 能 性  

 手 法 と ハ ー ド ウ ェ ア 技 術 の 整 合 性 を 向 上 に よ り 安 全

な 設 備 を 構 築 す る こ と で 、 S D G s「 つ く る 責 任  つ か う 責

任 」 の 実 現 に 貢 献 す る ⑬ 。           以 上  

 

⑫ 問われていることに的確に解答する表現が望まれます。ここで、問われているのは解決策を業務にし

た場合の要点と留意点です。→「要点は、国際安全規格に則ったシステム開発を行うことである。ま

た、業務に当たっては常に公共の安全確保に留意する。」 

⑬ ⑫と同様。 

⑪ 主語がなく、誰の行動なのか分かりません。言いたいことは、プロジェクト全体をマネジメントする

だと思います。そのためには、チームリーダーや統括責任者を配置し、管理を行うという全体像も説

明した方が良いですね。 


